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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月3日(2017.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報提示装置（５，２００５）を搭載した自車両（２）において、操舵ハンドル（４０
）の回転操作に応じた操舵を補助するアシストトルク（Ｔａ）を、複数系統のアクチュエ
ータユニット（３０，３１）により制御する操舵アシスト制御システム（１）であって、
　各系統の前記アクチュエータユニットを監視する監視手段（Ｓ１０１）と、
　特定一系統の前記アクチュエータユニットには異常が生じ且つ残系統の前記アクチュエ
ータユニットは正常であるとの判定が前記監視手段により下された一系統異常時に、全系
統の前記アクチュエータユニットに関して出力トルクを合成した前記アシストトルクを、
前記回転操作に伴って前記一系統異常前よりも低く制御するトルク制御手段（Ｓ１０５～
Ｓ１０７，Ｓ１０９，Ｓ１１１）と、
　前記アシストトルクが前記トルク制御手段により低く制御されるのに伴って、前記自車
両内に警告音（Ｓｗ）を聴覚提示するように、前記情報提示装置を制御する警告制御手段
（Ｓ１０８，Ｓ１１０，Ｓ３１０８）とを、備え、
　前記トルク制御手段は、前記一系統異常時において前記回転操作が設定角度（δθｓ）
ずつ進行する毎に、前記アシストトルクを前記一系統異常前よりも低下させることを特徴
とする操舵アシスト制御システム。
【請求項２】
　前記トルク制御手段は、前記一系統異常時において前記回転操作が前記設定角度ずつ進
行する毎に、前記アシストトルクを一旦低下させてから当該低下前のトルクに戻すことを
特徴とする請求項１に記載の操舵アシスト制御システム。
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【請求項３】
　前記警告制御手段は、前記一系統異常時において前記回転操作が前記設定角度ずつ進行
する毎に、前記警告音を間欠的に発することを特徴とする請求項２に記載の操舵アシスト
制御システム。
【請求項４】
　前記警告制御手段は、前記自車両内のうち前記操舵ハンドルの周囲から前記警告音を発
する前記情報提示装置（５）を、制御することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項
に記載の操舵アシスト制御システム。
【請求項５】
　前記警告制御手段は、前記自車両内のうち運転席（２０）へ向かう指向性を前記警告音
に与える前記情報提示装置（２００５）を、制御することを特徴とする請求項１～３のい
ずれか一項に記載の操舵アシスト制御システム。
【請求項６】
　前記警告制御手段は、前記アシストトルクが前記トルク制御手段により低く制御される
のに伴って、前記自車両内に警告表示（５６１，５７１）を視覚提示するように、前記情
報提示装置を制御することを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の操舵アシス
ト制御システム。
【請求項７】
　情報提示装置（５，２００５）を搭載した自車両（２）において、操舵ハンドル（４０
）の回転操作に応じた操舵を補助するアシストトルク（Ｔａ）を、複数系統のアクチュエ
ータユニット（３０，３１）により制御する操舵アシスト制御方法であって、
　各系統の前記アクチュエータユニットを監視する監視ステップ（Ｓ１０１）と、
　特定一系統の前記アクチュエータユニットには異常が生じ且つ残系統の前記アクチュエ
ータユニットは正常であるとの判定が前記監視ステップにより下された一系統異常時に、
全系統の前記アクチュエータユニットに関して出力トルクを合成した前記アシストトルク
を、前記回転操作に伴って前記一系統異常前よりも低く制御するトルク制御ステップ（Ｓ
１０５～Ｓ１０７，Ｓ１０９，Ｓ１１１）と、
　前記アシストトルクが前記トルク制御ステップにより低く制御されるのに伴って、前記
自車両内に警告音（Ｓｗ）を聴覚提示するように、前記情報提示装置を制御する警告制御
ステップ（Ｓ１０８，Ｓ１１０，Ｓ３１０８）とを、含み、
　前記トルク制御ステップでは、前記一系統異常時において前記回転操作が設定角度（δ
θｓ）ずつ進行する毎に、前記アシストトルクを前記一系統異常前よりも低下させること
を特徴とする操舵アシスト制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上述の課題を解決するために開示された第一発明は、
　情報提示装置（５，２００５）を搭載した自車両（２）において、操舵ハンドル（４０
）の回転操作に応じた操舵を補助するアシストトルク（Ｔａ）を、複数系統のアクチュエ
ータユニット（３０，３１）により制御する操舵アシスト制御システム（１）であって、
　各系統のアクチュエータユニットを監視する監視手段（Ｓ１０１）と、
　特定一系統のアクチュエータユニットには異常が生じ且つ残系統のアクチュエータユニ
ットは正常であるとの判定が監視手段により下された一系統異常時に、全系統のアクチュ
エータユニットに関して出力トルクを合成したアシストトルクを、回転操作に伴って一系
統異常前よりも低く制御するトルク制御手段（Ｓ１０５～Ｓ１０７，Ｓ１０９，Ｓ１１１
）と、
　アシストトルクがトルク制御手段により低く制御されるのに伴って、自車両内に警告音
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（Ｓｗ）を聴覚提示するように、情報提示装置を制御する警告制御手段（Ｓ１０８，Ｓ１
１０，Ｓ３１０８）とを、備え、
　トルク制御手段は、一系統異常時において回転操作が設定角度（δθｓ）ずつ進行する
毎に、アシストトルクを一系統異常前よりも低下させることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、上述の課題を解決するために開示された第二発明は、
　情報提示装置（５，２００５）を搭載した自車両（２）において、操舵ハンドル（４０
）の回転操作に応じた操舵を補助するアシストトルク（Ｔａ）を、複数系統のアクチュエ
ータユニット（３０，３１）により制御する操舵アシスト制御方法であって、
　各系統のアクチュエータユニットを監視する監視ステップ（Ｓ１０１）と、
　特定一系統のアクチュエータユニットには異常が生じ且つ残系統のアクチュエータユニ
ットは正常であるとの判定が監視ステップにより下された一系統異常時に、全系統のアク
チュエータユニットに関して出力トルクを合成したアシストトルクを、回転操作に伴って
一系統異常前よりも低く制御するトルク制御ステップ（Ｓ１０５～Ｓ１０７，Ｓ１０９，
Ｓ１１１）と、
　アシストトルクがトルク制御ステップにより低く制御されるのに伴って、自車両内に警
告音（Ｓｗ）を聴覚提示するように、情報提示装置を制御する警告制御ステップ（Ｓ１０
８，Ｓ１１０，Ｓ３１０８）とを、含み、
　トルク制御ステップでは、一系統異常時において回転操作が設定角度（δθｓ）ずつ進
行する毎に、アシストトルクを一系統異常前よりも低下させることを特徴とする。
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